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で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。
翌
日
４
日
か
ら
は
平
成
20

年
度
予
算
の
審
査
に
入
り
、
17
日

ま
で
の
う
ち
計
８
日
間
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
３
月
17
日
に
は
、
各
会

派
よ
り
意
見
表
明
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
一
般
会
計
・
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
・
老
人
保
健
医

療
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計

は
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

２
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
平

成
20
年
度
各
会
計
予
算
お
よ
び
平

成
19
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
の

審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
委
員
会
を
開
会
し
、

委
員
長
、
副
委
員
長
お
よ
び
理
事

を
選
出
し
ま
し
た
。

▽
委
員
　
議
長
を
除
く
全
議
員

▽
委
員
長
　
　
　
鈴
木
　
真
澄

▽
副
委
員
長
　
　
浅
野
　
浩
之

宮
崎
　
克
俊

▽
理
事
　
　
　
　
石
田
　
慎
吾

渡
部
　
　
茂

西
本
　
貴
子

井
上
八
重
子

委
員
会
は
３
月
３
日
に
、
平
成

19
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
同
日
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
、
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
は
全
会
一
致
で
、

介
護
保
険
特
別
会
計
は
賛
成
多
数

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

総
額
27
億
５
千
432
万
５
千

円
を
減
額
し
、
１
千
324
億

３
千
356
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
、

特
別
区
交
付
金
・
財
産
収

入
等
の
増
、
繰
入
金
・
都

支
出
金
等
の
減
で
あ
り
、

歳
出
は
総
務
費
・
教
育
費

等
の
増
、
土
木
費
等
の
減

で
す
。

平成20年度予算の概要（単位千円）
会計 予算額 前年度当初予算額 伸率

一　般　会　計 １３７,６１２,０９８ １３４,５１５,１４１ ２.３％
国民健康保険事業会計 ３５,８０８,８０６ ３６,５２４,２９４ △２.０％
老人保健医療特別会計 ２,６１０,２８１ ２７,３８７,１９３ △９０.５％
後期高齢者医療特別会計 ６,０８０,９１５ 皆増
介護保険特別会計 １６,９８６,７３１ １６,５３５,４２１ ２.７%

教育費教育費�
23,253,474�23,253,474�
１６.９％�

民生費民生費�
46,834,733�46,834,733�
３４.０％�

土木費土木費�
31,253,202�31,253,202�
２２.７％�

総務費総務費�
16,809,846�16,809,846�
１２.２％�

繰入金繰入金�
11,677,528�11,677,528�
８.５%
国庫支出金国庫支出金�
14,756,353�14,756,353�
１０.７%

特別区交付金特別区交付金�
39,500,00039,500,000�
２８.７%

特別区税特別区税�
40,572,500�40,572,500�
２９.５%

一般会計（千円）�
 歳  入（％）�

衛生費�
11,545,282�
８.４％�

公債費�
4,597,513�
３.４％�

産業経済費�
1,634,860�
１.２％�

議会費�
801,839�
０.６％�

諸支出金�
581,349�
０.４％�

予備費�
300,000�
０.２％�

教育費�
23,253,474�
１６.９％�

一般会計（千円）�
歳　出（％）�

民生費�
46,834,733�
３４.０％�

土木費�
31,253,202�
２２.７％�

地方消費税交付金�
5,600,000�
４.1%

使用料及び手数料�
4,540,162�
３.３%

諸収入�
4,409,943�
３.２%

繰越金�
2,400,000�
１.７%

分担金及び負担金�
2,268,451�
１.７%

その他�
(自動車取得税交付金など）�

4,328,461�
３.１%

都支出金�
7,558,700�
５.５%

特別区税�
40,572,500�
２９.５%

国庫支出金�
14,756,353�
１０.７%

繰入金�
11,677,528�
８.５%

特別区交付金�
39,500,000�
２８.７%

総務費�
16,809,846�
１２.２％�

平 成 19 年 度 補 正 予 算

会計

一般会計補正予算

国民健康保険事業
会計補正予算

老人保健医療特別
会計補正予算

介護保険特別会計
補正予算

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

予
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

予
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

予
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

平 成 19 年 度 補 正 予 算

補正額（千円）

△２,７５４,３２５

２８５,０８２

△１,４２１,２４３

３０５,９３５

最終予算額（千円）

１３２,４３３,５６１

３６,８０９,３７６

２５,９６５,９５０

１７,１９０,７８９

大
沢
　
真
一

委
員
（
自
民
）

１
組
織
内
危
機
管
理
（
人
災
に
対
す
る
危
機

管
理
対
策
　
危
機
管
理
体
制
の
整
備
　
職

員
の
意
識
啓
発
　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
専
門
性
）
に
つ
い
て

２
駐
輪
対
策
（
区
内
の
駐
輪
状
況
　
立
地
特

性
と
自
転
車
の
利
用
　
地
下
利
用
型
駐
輪

場
の
設
置
）
に
つ
い
て

須
藤
　
安
通

委
員
（
自
民
）

１
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

２
財
政
運
営
に
つ
い
て

３
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

４
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
施
行
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

５
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

６
教
育
改
革
に
つ
い
て

７
国
際
都
市
に
つ
い
て

８
日
本
た
ば
こ
産
業
社
宅
跡
地
に
つ
い
て

９
23
区
生
活
実
感
ラ
ン
キ
ン
グ
２
年
連
続
１

位
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て

山
元
　
敬
子

委
員
（
公
明
）

１
女
性
に
関
す
る
施
策
（
こ
れ
ま
で
の
区
の

施
策
と
新
規
事
業
　
子
宮
が
ん
へ
の
対
策

q
実
施
状
況
w
受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組

み
等
　
妊
産
婦
へ
の
支
援
q
妊
婦
健
康
診

査
拡
充
の
区
民
周
知
等
　
女
性
の
健
康
管

理
q
現
状
w
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
の
検
討
状
況
等
　
女
性
支
援
の
た
め
の

総
合
情
報
誌
の
発
行
　
女
性
支
援
策
の
体

系
化
）
に
つ
い
て

若
林
　
広
毅

委
員
（
公
明
）

１
地
球
温
暖
化
対
策
（
区
の
考
え
方
　
国
・

都
に
お
け
る
対
策
の
動
向
　
具
体
的
目
標

値
の
設
定
　
環
境
教
育
・
意
識
啓
発
　
環

境
情
報
活
動
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
　
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
検
証
と
今
後
の
展
開
　
マ
ウ
ン

ト
し
な
が
わ
の
活
用
　
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
・

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
等
の
新
た
な
取
り

組
み
等
）
に
つ
い
て

安
藤
　
泰
作

委
員
（
共
産
）

１
オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム
（
事
業
概
要
と
実
施
体

制
　
事
業
の
成
果
と
今
後
の
展
開
方
針

実
施
園
の
変
更
理
由
と
区
民
周
知
　
労
働

者
派
遣
法
と
の
関
係
　
非
常
勤
職
員
　
派

遣
労
働
者
）
に
つ
い
て

鈴
木
ひ
ろ
子

委
員
（
共
産
）

１
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
待
遇
　
特
別
養
護
老

予
算
特
別
委
員
会
の
最
終
日
に
、
各
会
派
を
代
表
し

て
１０
人
の
委
員
が
、
各
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
全
般
に

わ
た
り
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

予算
特別委員会
総括質問

人
ホ
ー
ム
の
人
員
確
保
　
品
川
区
介
護
福

祉
専
門
学
校
の
入
学
状
況
）
に
つ
い
て

２
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
施
設
基
盤
整
備
　

入
所
待
機
者
の
状
況
　
ケ
ア
ホ
ー
ム
と

の
相
違
）
に
つ
い
て

本
間
　
　
隆

委
員
（
民
主
）

１
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
（
Ｊ
Ｒ
大
井
町
駅

東
口
改
札
口
営
業
時
間
の
変
更
　
水
辺
空

間
の
活
用
等
）
に
つ
い
て

２
資
源
回
収
物
の
持
ち
去
り
行
為
へ
の
対
策

に
つ
い
て

３
早
川
町
と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

４
保
育
園
の
待
機
児
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て

５
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
（
新
指
導
要
綱

の
特
色
等
）
に
つ
い
て

６
地
域
力
支
援
事
業
に
つ
い
て

高
橋
　
慎
司

委
員
（
無
ク
）

１
教
員
の
独
自
採
用
（
採
用
の
根
拠
お
よ
び

国
の
考
え
方
　
採
用
人
数
と
今
後
の
方
針

等
）
に
つ
い
て

２
特
別
支
援
教
育
（
介
助
員
制
度
の
評
価

新
事
業
導
入
の
背
景
　
新
事
業
の
運
営
形

態
　
介
助
員
・
学
習
支
援
員
に
対
す
る
研

修
等
）
に
つ
い
て

３
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
（
支

援
策
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
委
託
費
の
支
払
方
法
）

に
つ
い
て

西
本

貴
子

委
員
（
無
会
）

１
健
康
づ
く
り
（
医
療
・
介
護
保
険
制
度
改

革
に
お
け
る
考
え
方
　
基
本
構
想
に
お
け

る
位
置
づ
け
等
）
に
つ
い
て

２
運
動
施
設
の
利
用
（
需
給
バ
ラ
ン
ス
　
区

の
関
与
の
あ
り
方
等
）
に
つ
い
て

３
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
区
と
し

て
の
考
え
方
　
今
後
の
展
開
に
お
け
る
課

題
等
）
に
つ
い
て

４
生
涯
学
習
の
所
管
組
織
に
つ
い
て

井
上
八
重
子

委
員
（
ネ
ッ
ト
）

１
市
民
と
の
協
働
（
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手

し
た
背
景
と
到
達
点
　
検
討
組
織
　
団
塊

世
代
の
社
会
参
加
準
備
セ
ミ
ナ
ー
実
施
の

背
景
と
目
的
　
協
働
の
担
い
手
の
育
成

高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
ほ
っ

と
サ
ロ
ン
　
子
ど
も
会
議
に
よ
る
基
本
構

想
策
定
記
念
公
園
づ
く
り
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

連
携
事
業
と
委
託
費
の
算
定
根
拠
等
）
に

つ
い
て


